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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
、
利
用
者
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

の
事
業
全
般
に
わ
た
り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
年
初
め
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で
蔓
延
し
、
私
た
ち
の
営

農
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
も
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
上
で
各
種
行

事
・
会
合
の
中
止
や
規
模
縮
小
の
措
置
を
取
ら
ざ
る
を
得
ず
、
組
合
員
の
皆
様
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
お
り
、
一
日
も
早
い
収
束
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
７
月
の
集
中
豪
雨
に

続
き
９
月
に
襲
来
し
た
台
風
10
号
は
、
農
作
物
の
倒
伏
・
茎
葉
折
損
被
害
や
河
川
の
氾
濫
に

よ
る
農
地
の
流
出
、
農
業
施
設
や
住
宅
の
損
害
な
ど
の
他
、
Ｊ
Ａ
の
施
設
に
お
い
て
も
下
甑

出
張
所
が
大
き
く
損
壊
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農
家
戸
数
の
減
少
や
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

生
産
基
盤
の
縮
小
・
弱
体
化
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
国
際
貿
易
の
活
発
化
に
よ
る

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
新
た
に
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
15
カ
国
が
参
加
す
る
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ

謹賀新年
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（
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
）
が
署
名
さ
れ
ま
し
た
。
現
段
階
で
は
米
や
牛
肉
な
ど

重
要
５
品
目
は
対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
管
内
の
作
柄
に
つ
い
て
、
水
稲
に
関
し
ま
し
て
は
、
移
植
後
の
降
雨
日
照
不
足
に
よ

り
初
期
分
け
つ
が
少
な
く
、
例
年
に
な
い
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
ウ
ン
カ
類
や
コ
ブ
ノ
メ
イ

ガ
の
飛
来
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
規
箱
施
薬
剤
や
防
除
に
よ
り
最
小
限
の
被
害
に
抑
え
ら
れ

た
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
米
価
が
下
が
る
中
、
販
売
方
式
の
見
直
し
を
行
っ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
昨
年
並
み
の
仮
渡
価
格
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
牛
価
格
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
枝
肉
価
格
低
下
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
牛
マ
ル
キ
ン
の
発
動
後
徐
々
に
回

復
し
て
き
ま
し
た
。
需
要
減
に
よ
り
全
国
的
に
花
き
や
高
級
果
実
等
が
値
下
が
り
す
る
反
面
、

多
く
の
野
菜
類
は
多
雨
の
影
響
で
減
産
な
が
ら
も
価
格
は
維
持
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の
社
会
生
活
が
長
引
く
中
、
Ｊ
Ａ
で
は
高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交
付

金
の
申
請
案
内
や
経
営
継
続
補
助
金
の
伴
走
支
援
を
行
い
、
組
合
員
の
皆
様
の
経
営
を
支
援

し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
自
己
改
革
の
主
柱
で
あ
る
「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
実
現
に
向
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

負
け
な
い
強
い
産
地
づ
く
り
を
皆
様
と
共
に
す
す
め
て
参
り
ま
す
。

　

苦
難
に
あ
っ
て
こ
そ
協
同
の
力
を
発
揮
す
る
時
期
と
考
え
ま
す
。
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
で
一
丸

と
な
り
、
今
後
も
地
域
に
根
差
し
た
組
織
と
し
て
、
皆
様
に
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。
本
年
が
組
合
員
を
は
じ
め
利
用
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
健
や
か
で
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
果
樹
部
会
き
ん
か
ん
専

門
部
会
は
11
月
26
日
、
薩
摩
川
内
市
入
来

町
浦
之
名
の
隈
元
香
苗
さ
ん
（
82
）
の
ハ

ウ
ス
で
、
鹿
児
島
き
ん
か
ん
「
い
り
き
」

の
は
さ
み
入
れ
式
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

出
荷
先
は
関
東
・
関
西
市
場
で
、
一
部
は

香
港
な
ど
海
外
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
は
共
販
量
２
３
０
㌧
、
販

売
単
価
９
１
５
円
、
販
売
額
２
億
１
０
０

０
万
円
を
目
指
し
ま
す
。

　

同
市
で
は
１
９
８
３
年
に
栽
培
を
始
め

ま
し
た
。
部
会
員
は
50
人
で
ハ
ウ
ス
面
積

10
㌶
。
生
産
技
術
の
高
位
平
準
化
と
品
質

向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
か
ご
し
ま

ブ
ラ
ン
ド
産
地
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
産
は
着
果
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
秋
口
の
天
候
に
恵
ま
れ
生
育

は
順
調
で
す
。
玉
伸
び
や
色
づ
き
も
良
く
、

糖
度
の
高
い
キ
ン
カ
ン
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

式
に
は
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
行
政
、
市
場

関
係
者
ら
約
50
人
が
参
加
。
神
事
と
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
の
後
、
関
係
者
が
は
さ
み
を
入

れ
収
穫
を
祝
い
ま
し
た
。

　

園
主
の
隈
元
さ
ん
は
「
今
年
も
甘
く
て

お
い
し
い
キ
ン
カ
ン
が
で
き
た
。
ビ
タ
ミ

ン
が
豊
富
な
の
で
、
生
の
ま
ま
丸
ご
と
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
さ
つ
ま
金
柑
専
門
部

会
は
12
月
４
日
、
さ
つ
ま
町
で
目
揃
え
会

を
開
き
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
キ
ン
カ
ン
の
本

格
的
な
出
荷
を
前
に
、
早
取
り
防
止
や
選

果
選
別
の
徹
底
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

部
会
員
は
27
人
で
ハ
ウ
ス
面
積
５
・
３

㌶
。
ハ
ー
ブ
の
抽
出
液
と
ペ
レ
ッ
ト
状
の

肥
料
を
、
定
期
的
に
土
壌
に
散
布
す
る
ス

テ
ビ
ア
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
甘

み
が
増
す
の
が
特
徴
で
す
。

　

今
年
産
は
着
果
良
好
で
生
育
も
順
調
。

糖
度
も
高
く
色
づ
き
、
品
質
と
も
上
々
で

す
。
出
荷
は
来
年
３
月
上
旬
ま
で
。
部
会

で
は
出
荷
量
１
０
５
㌧
、
約
７
５
０
０
万

円
の
売
り
上
げ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

選
果
選
別
の
徹
底
確
認

鹿児島きんかん「いりき」出荷始まる

超早掘り

選
果
選
別
の
徹
底
を
確
認
す
る
生
産
者

キ
ン
カ
ン
を
丁
寧
に
収
穫
す
る
園
主
の
隈
元
さ
ん

玉
伸
び
良
好

甘
さ
も
抜
群
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Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
川
薩
地
区
「
牛
飼

塾
」
が
11
月
26
日
、
さ
つ
ま
町
の
薩
摩
中

央
家
畜
市
場
で
あ
り
ま
し
た
。
後
継
者
育

成
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
現
在
会
員
は
若

手
繁
殖
農
家
54
人
。
定
期
的
に
研
修
会
を

開
き
、
牛
の
飼
養
に
関
す
る
知
識
や
技
術

を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
（
牛
白
血

病
）
の
現
状
を
学
び
、
吸
血
昆
虫
対
策
や

感
染
・
非
感
染
牛
の
分
離
飼
育
な
ど
、
感

染
拡
大
防
止
策
の
徹
底
に
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
ま
た
、
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
に
向
け
た
取
り
組
み
体
制
強
化
に
つ

い
て
の
話
も
あ
り
、
参
加
者
は
真
剣
な
表

情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
肉
用
牛
振
興
協
議
会
川
薩
支
部
の

森
園
正
文
支
部
長
は
「
牛
飼
塾
で
技
術
的

な
こ
と
を
学
び
、
今
後
の
経
営
に
生
か
し

て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

後
継
者
育
成
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た「
牛
飼
塾
」

川
薩
地
区「
牛
飼
塾
」

牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫

現
状
と
対
策
を
学
ぶ

平
均
87
万
２
８
２
８
円

　

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
12
月
４
、
５
日

の
２
日
間
、
子
牛
せ
り
市
が
あ
り
ま
し
た
。

１
頭
当
た
り
の
平
均
価
格
は
87
万
２
８
２

８
円
で
、
前
回
（
11
月
）
を
６
万
９
１
２

７
円
上
回
り
ま
し
た
。
最
高
値
は
雌
が
１

９
６
万
７
９
０
０
円
、
去
勢
は
１
１
５
万

２
８
０
０
円
で
し
た
。

薩摩中央家畜市場　2020年12月4日～ 5日
入場頭数 ５９８頭
売却頭数 ５８１頭

入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均
体重

kg
単価 前回比

雌 264 247 1,967,900 517,000 871,249 272 3,200 102,323
雄
去 334 334 1,152,800 512,600 873,996 301 2,899 43,584

総平均値 872,828 円　　　
前 回 比 69,127 円　高値
総売上高 507,113,200 円　　　

子牛せり市成績表（税込み）

家畜、農作物、農機具の盗難に注意を！
～盗難防止対策を徹底しましょう～

　生産者が手塩にかけて育てた家畜や農作物、農機具などの盗難被害が全国で多発し
ています。県内では10月下旬ごろから11月にかけて、霧島市の養豚場で飼育していた
豚40頭ほどが盗まれていたことが分かりました。農作物の保管・管理に気を付けるな
ど盗難防止対策を講じ、盗難に気付いたら速やかに警察に通報しましょう。
〈生産者が行う被害防止対策〉

①家畜の飼養頭羽数をこまめに確認し、盗難被害が発生していないか確認する。
②農場出入口、畜舎、飼料庫、機械倉庫などの窓や出入口の施錠を徹底する。
③道具（収穫用コンテナや脚立等）は、盗難に利用されないようこまめに撤収する。
④農場、畜舎周辺にネットや柵等を設置し、侵入しにくい環境を作る。
⑤通行人から見える位置に「盗難防止警戒中」「防犯カメラ作動中」などの看板、のぼり旗を設置

する。
⑥防犯カメラ、センサーライト等を設置する。
⑦不審者・不審車両を見かけた場合や、被害が判明した際は速やかに警察に通報する。

〈地域で行う被害防止対策〉
　地域の生産者や警察と連携して防犯パトロールを実施し、不審者・不審車両を見かけたら速
やかに警察に通報する。

農作物の盗難に関する相談は、最寄りの警察署、自治体、ＪＡへ
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東 西 南 北 TOPICS

　さつま町の宮之城聖母幼稚園の年長児２人が 11 月 20 日、
ＪＡ北さつま本所を訪れ、春田和則組合長らに感謝の手紙と手
作りの壁飾りを贈りました。
　働く人々に感謝しようと、同園では「勤労感謝の日」に合わ
せてＪＡや役場などの事業所を訪問しています。今回は新型コ
ロナウイルス感染予防のため、代表の園児だけが訪れました。
　園児は「おいしいおこめやたべものをとどけてくださりあり
がとう。たくさんたべておおきくなります」と書いた手紙をプ
レゼント。春田組合長も「ありがとう」と笑顔で応えました。

　伊佐市の伊佐農林高校は 11 月 18 日、伊佐湧水警察署と大
口交番の花壇に、実習で育てた約 600 鉢のパンジーとビオラ、
葉ボタンを植え付けました。
　同校では 10 年以上前から地域貢献活動として、年２回花の
植え付けを行っています。今回は農林技術科園芸専攻の２年生
４人と職員３人が同署を訪れ、土を耕して肥料をまき、花を丁
寧に植えました。
　花壇は色鮮やかに彩られ、署員や地域の人たちを和ませてい
ます。

　かごしまの花消費拡大推進協議会は、花きの魅力を実感
してもらおうと、県内の公共施設やＪＡなど約 60 カ所で
一斉に花飾りの展示を行いました。
　新型コロナウイルス感染拡大に伴う冠婚葬祭の自粛など
の影響で、花きの国内消費が減退しています。飾る場所を
作り、消費者に花に親しんでもらうことで「かごしまの花」
の消費拡大を図るのが目的です。
　ＪＡ北さつま本所には 11 月 30 日から 12 月 11 日まで、
週替わりで花飾りが届き、1 階ロビーに展示されました。
オリエンタルユリやカーネーション、オンシジウム、ソリ
ダスター、スターチスなど色
とりどりの花が甘い香りを漂
わせ、ＪＡ職員や来組者を楽
しませていました。

春田組合長らに感謝の手紙を贈る園児たち

伊佐湧水警察署の花壇を整備する生徒

Ｊ
Ａ
本
所
ロ
ビ
ー
に
色
と
り
ど
り
の
花
が
飾
ら
れ
ま
し
た

伊佐農林高校が花壇整備

色鮮やかに彩り、署員ら和ます

かごしまの花消費拡大推進協議会

公共施設やＪＡに花飾り展示

さつま町の宮之城聖母幼稚園

ＪＡなどに感謝の手紙贈る
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　ＪＡ北さつま女性協伊佐支部は 11 月 17 日、伊佐市総合体育館でスカット
ボール大会を開きました。コロナ禍での運動不足解消が目的で、約50人が参加。
和気あいあいとニュースポーツを楽しみました。スカットボールは、スティク
でボールを打ち、１～５の得点穴に入れるゲームです。地区ごとにチームを組
み、１人５球を打って合計得点で勝敗を決めました。女性部員は「全集中」で
ボールを打ち、高得点を目指しましたが、簡単には入らず大苦戦。得点を決め
ると誇らしげな表情を見せました。

「全集中」で高得点目指す
伊佐支部スカットボール大会

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
女
性
部
員

貧困をなくす

誰もが使える
クリーンエネルギー

気候変動への
アクション

綺麗な水と衛生

持続可能な
消費と生産

ジェンダー平等

持続可能な
まちづくり

目標達成に向けた
パートナーシップ

質の高い教育

格差の是正

平等・正義・
有効な制度

健康と福祉

産業・技術革
新・社会基盤

陸上の資源

飢餓をなくす

働きがいと
経済成長

海洋資源

世界を変えるための17の目標

ＪＡの総合事業・協同組合活動はＳＤＧｓ
そのもの！　私たちの活動は、世界の問題
解決につながっています

エス　  ディー　　ジーズ
　最近よく耳にするＳＤＧｓ（エスディージーズ）と
いう言葉。皆さんは意味をご存じですか？　2015 年
の国連サミットで採択されたＳＤＧｓ（持続可能な開
発目標）とは、「Sustainable Development Goals（サ
ステナブル・デベロップメント・ゴールズ）」の略。
世界中で協力して、よりよい未来をつくっていくため
に、2030 年までに達成すべき 17 の目標です。
　「一人は万人のために、万人は一人のために」とい
う協同組合の精神は、ＳＤＧｓの基本理念である「誰
一人取り残さない」に共通しています。ＪＡ北さつま
は今後も総合事業や協同組合活動を通じて、持続可能
な社会づくりに貢献していきます。
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冬まき　トンネルマルチ栽培
◎作　　型

　□播種時期　11月上旬～２月中旬
　◎収穫時期　１月下旬～５月下旬　　　　　　　　
◎肥料の投入量（１a当たり）

　◎栽 培 密 度
　　畦幅50～60㎝×
　　　　条間17～30㎝

◎温度管理の目安

★ 栽培上のポイント
・圃場の深さは20～35㎝程度深く耕し、整地をよく行いま

しょう。
・種の量は１株当たり３～５粒、１～1.5㎝土を被せ軽く押

さえましょう。
・発芽を始めたころに一定期間15℃以下の低温になると花

芽が出来上がり、とう立ちを起こして食べられなくなりま
す。２月に種まきする場合は注意が必要です。

・厳寒期に種まきを行うので透明マルチとビニールトンネル
で保温し、種まきから５、６枚になるころまでは寒さに敏
感なのでトンネル内を25～30℃に保ち花芽ができにくい
ようにしましょう。（図１）

・間引きは本葉が１、２枚開いたころに３株に、本葉が５、
６枚になると１株にしましょう。

（図１）

園芸 大根の栽培について

生産販売課　　園畑　嘉文

11月 12月 １月 2月 3月 4月 ５月

トンネル

マ ル チ

栽　 培

肥 料 名 施肥量（㎏）

堆  肥 150
苦 土 石 灰 12
苦 土 重 焼 燐 2
Ｂ Ｍ ３ ８ 号 8
燐 硝 安 加 里 Ｓ646 4
ほ  う  砂 0.2

時 期 展開葉数 管理温度（℃）
初 期 ～ 10枚 30 ～ 25
中 期 10 ～ 20枚 25 ～ 23
後 期 20枚～   20 ～外気

　

伊
佐
市
の
大
口
小
学
校
５
年
生
78
人
が
、

伊
佐
農
林
高
校
の
田
ん
ぼ
で
、
高
校
生
か

ら
鎌
の
使
い
方
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、

稲
刈
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

児
童
は
社
会
科
の
授
業
で
米
作
り
を
学

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
稲
刈
り
、
掛
け
干

し
、
脱
穀
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
日
當

瀬
心
穏
君（
11
）は「
初
め
て
で
難
し
か
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
白
い
お
米
が
大
好

き
。
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
収
穫
し
た
も
ち
米
を
使
い
、

地
域
の
高
齢
者
ら
と
小
正
月
の
伝
統
飾
り

「
メ
ノ
モ
チ
」
作
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

川
薩
地
区
青
年
農
業
者
会
議
が
11
月
20

日
、
さ
つ
ま
町
で
あ
り
、
約
60
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
青
年
農
業
者
が
農
業
経
営
や

農
村
生
活
の
改
善
に
向
け
、
日
ご
ろ
実

践
・
研
究
し
て
い
る
活
動
成
果
を
発
表
し
、

農
業
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
深
め
ま
し
た
。

　

就
農
５
年
目
で
、
深
ネ
ギ
と
サ
ト
イ
モ

を
中
心
に
露
地
野
菜
作
り
に
取
り
組
む
福

山
明
日
香
さ
ん
（
薩
摩
川
内
市
）
は
、
認

定
農
業
者
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。「
就
農
当
初
か
ら
毎
年
目
標

を
掲
げ
到
達
点
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
収

量
が
増
え
売
り
上
げ
も
伸
び
、
一
層
頑
張

れ
る
実
感
を
つ
か
ん
だ
。
今
後
は
規
模
拡

大
を
目
指
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
農
家

に
な
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
イ
ク
の
プ
ロ
レ
ー
サ
ー
か
ら

水
稲
農
家
に
転
職
し
た
徳
留
和
樹
さ
ん

（
さ
つ
ま
町
）
は
、「
日
本
一
お
い
し
い
米

を
作
り
た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

大
口
小
５
年
生
が

稲
刈
り
な
ど
体
験

熱い思い深める
青年農業者が活動成果発表

稲刈りを楽しむ児童
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園芸研究家● 成松次郎

ニンジンのトンネル栽培　とう立ちさせない温度管理を

　

ニ
ン
ジ
ン
の
発
芽
適
温
は
15
〜
25
度

で
発
芽
に
は
10
度
以
上
、
生
育
適
温
は

18
〜
21
度
で
す
。
緑
植
物
春
化
型
と
い

い
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ
に
な
り
、
低

温
に
遭
遇
す
る
と
花
芽
が
形
成
さ
れ
、

そ
の
後
の
長
日
と
高
温
で
と
う
立
ち
が

始
ま
る
野
菜
で
す
。

［
品
種
］
春
ま
き
用
に
は
と
う
立
ち
が

し
に
く
い
品
種
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ど

ん
な
土
壌
に
も
適
し
、
作
り
や
す
い

「
向
陽
二
号
」
（
タ
キ
イ
種
苗
）
、
草

勢
が
強
く
、
芯
ま
で
鮮
紅
色
に
な
る

「
ち
は
ま
五
寸
」
（
横
浜
植
木
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
暖
地
向
き
の

「
黒
田
五
寸
」
は
と
う
立
ち
の
早
い
品

種
で
す
。

［
畑
の
準
備
］
種
ま
き
2
週
間
前
に
1

平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を

ま
き
、
30
ｃ
ｍ
程
度
の
深
さ
に
耕
し
ま

す
。
1
週
間
前
に
、
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ

Ｋ
各
成
分
で
10
％
）
１
０
０
〜
１
５
０

ｇ 

と
完
熟
堆
肥
2
〜
3
ｋ
ｇ
を
施
し
、

土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。

　

条
間
15
ｃ
ｍ
、
株
間
15
ｃ
ｍ
な
ど
の

穴
開
き
マ
ル
チ
資
材
の
規
格
に
合
わ
せ

た
70
〜
80
ｃ
ｍ
の
ベ
ッ
ド
幅
を
作
り
ま

す
。
マ
ル
チ
は
早
め
に
張
っ
て
地
温
を

上
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

［
種
ま
き
］
温
暖
地
で
は
1
〜
2
月
か

ら
種
ま
き
が
で
き
ま
す
が
、
家
庭
菜
園

で
は
3
月
ま
き
が
安
心
で
す
。
穴
開
き

マ
ル
チ
で
は
、
1
穴
に
5
〜
6
粒
ま
き

ま
す
（
図
1
）
。

［
ト
ン
ネ
ル
の
設
置
］ 

換
気
作
業
を

省
力
化
す
る
に
は
穴
開
き
の
ト
ン
ネ
ル

資
材
（
農
ポ
リ
）
を
選
ぶ
と
良
い
の
で

す
が
（
図
2
）
、
普
通
の
農
ポ
リ
で
は

生
育
に
従
っ
て
裾
を
上
げ
て
換
気
を
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
茎
葉

が
茂
り
、
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
ト
ン
ネ

ル
を
外
し
ま
す
。

［
間
引
き
］
1
回
目
は
本
葉
2
〜
3
枚

の
と
き
に
2
〜
3
本
、
2
回
目
は
5
〜

6
枚
の
と
き
に
一
本
立
ち
に
し
ま
す

（
図
3
）
。

［
土
寄
せ
］ 

間
引
き
と
同
時
に
土
寄

せ
を
行
い
、
さ
ら
に
収
穫
期
近
く
に
は
、

根
の
肩
の
部
分
に
さ
ら
に
土
寄
せ
し
て
、

根
が
緑
に
着
色
す
る
の
を
防
ぎ
ま
す

（
図
4
）
。

［
収
穫
］
根
の
径
が
4
〜
5
ｃ
ｍ
に
肥

大
し
た
株
か
ら
順
次
抜
き
取
り
ま
す
。

太
り
過
ぎ
て
裂
根
し
な
い
う
ち
に
収
穫

を
し
ま
す
（
図
5
）
。
裂
根
は
急
激
に

肥
大
す
る
生
育
後
半
、
畑
が
乾
燥
ま
た

は
過
湿
と
な
る
水
分
条
件
で
起
き
や
す

い
も
の
で
す
。

こんにちはAコープです!
今年もＡコープを

よろしくお願い致します！

今年もAコープは、組合員の皆様の暮らしのお手伝いを
するため、「地産地消」「安心・安全」にこだわった商品を
取り揃え、皆様のご来店を心よりお待ちしております。

また、今回は県下13JAより「自慢の逸品プレゼ
ント！」企画を実施。全店舗で8805通の応募が
ありました。JA北さつまから「オリジナル焼酎」
を送っていただきました。

生産者の皆様には、新鮮な野菜・果物
をたくさん出荷いただきました！

開催いたしました！

2020年11月19日～ 22日

食べやすいハーフサイズ等種類
も豊富にご準備しております！
どうぞ、ご利用ください。

2月2日は節分恵方巻
※１月より

ご予約承ります！

※2021年は、2月3日が立春。
　2日が節分となります。

今年の恵方は

南南東

2021年
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①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
室

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

13

二重マスの文字をA～Dの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は1月25日。（クイズの応募で
取得した個人情報については、これ
以外には使用いたしません）

一富士二タカ三ナスビは、何に見
ると縁起の良いもの？
キャンバスの大きさを表すときに
使う言葉
港を表す地図記号はこの形
強烈な悪臭がする液をお尻から噴
射して身を守る動物
1/100 はセンチ、1/1000 は
なぜか猫が入りたがる物
大豆や緑豆の種子を暗い所で発芽
させた物
物事をするのにちょうど良い頃合
い
おせち料理に入れる煮豆
鶴は千年、——は万年
ご飯のこと。カレー——
ぬいぐるみに詰めます
ピーヒョロロと鳴く大きな鳥

羽根突きに使う道具
すずりですります
止まらず次に進むこと
重さを知りたいときに使います
テレビやエアコンに向けてボタン
を押します
ご飯のこと。焼き——
いんいちがいち、いんにがに……
——付きのタイで成人を祝った
車が動きださないようにタイヤに
かませます
同種の事例は枚挙に——がない
凍った場合は氷瀑（ばく）と呼ば
れます
ひもの——が固くてほどけないよ

1

2

3
4

5
7
9

11

13
15
16
17
19

1
4
6
7
8

10
12
14
17

18
20

21

　第９回理事会を11月30日に開き、次の
事項について協議しました。
【議案】
①ＪＡ北さつま米穀共同計算委員会設置要

領の改訂について
②令和２年度上半期末監事監査回答書につ

いて
③肉用牛肥育経営パイロット事業参加農家

に係る自立経営に向けた対応について
④肥育牛経営円滑化支援（預託）事業の制

定並びに実施について
⑤肉用牛組織的導入（預託）事業の実施に

ついて
⑥肉用牛肥育経営パイロット事業に係る契

約更新について
⑦組合と理事との契約について
⑧組合員に対する貸付について
【報告】
①令和２年度みのり監査法人期中監査Ⅱの

実施について
②令和２年度営農座談会開催要領について
③担い手農家アンケートの実施結果につい

て
④金融・共済ＡＤＲ（相談・苦情等対応状

況）報告について
⑤年末年始の業務について
⑥令和２年産米集荷・検査状況報告につい

て
⑦令和２年度ＪＡ共済コンプライアンス点

検結果報告について
⑧共済速報について
⑨子牛・成牛せり市実績について

理事会だより

応募方法

11月号当選者発表 12月号の解答

当選者は２月号で発表します。

　11月号「パズル？　頭の体操」
当選者は次の方々に決まりまし
た。おめでとうございます。

▽小関和子さん ▽中村いつ子さん

▽栗牧雅樂さん ▽西原千賀子さん

▽大園早苗さん ▽諏訪多喜子さん

▽岩元君代さん ▽谷山多美子さん

▽吉松照代さん ▽小囿美由紀さん
何かと便利な「農協共通商品券」
お買い求めは、お近くのＪＡ窓口で

農協共通商品券の
ご案内

シ ユ ン ギ ク



「
栗
と
ア
サ
リ
の

　

チ
ー
ズ
リ
ゾ
ッ
ト 
」

「
栗
け
ん
ち
ん
の

  

漬
け
そ
ば　
　

 

」

作り方
（1） フライパンにオリーブ油、アサリ、栗、ニンニクを入れ、弱火で

炒める（ニンニクの香りを焦がさないように出す）。

（2） （1）に白ワインを入れ、強火にしてチキンブイヨンを素早く入
れる。

（3） ブイヨンが沸いたらあくを取り除き、冷や飯を入れほぐしなが
ら1分ほど煮る。

（4） 仕上げに適当な大きさに切ったミツバ、パルメザンチーズを入
れ、さっくりと混ぜ合わせ塩・こしょうで味を調え出来上がり。

作り方
（1） 鍋にサラダ油を熱し、ゴボウ、ニンジン、鶏もも肉、

栗を炒める。

（2） （1）に漬け汁用の材料とほぐしたマイタケを入れ沸
騰させ、中火であくを取りながら20分ほど煮る。

（3） 器にそれぞれ（2）を盛り付け、いりごまとミツバを
のせ、ゆでて冷水で締めたそばを添えて出来上が
り。

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
キ
ッ
チ
ン
晴
人（
ハ
レ
ジ
ン
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

Chef Nagai's
recommended

recipe

材料（1人分）
むきアサリ ………………… 30ｇ
ゆでた栗…………………… 10粒
ニンニク（みじん切り）… 1/2片
オリーブ油………大さじ1と1/2
チキンブイヨン …… 3/4カップ
冷や飯………………………100ｇ
白ワイン…………………大さじ1
パルメザンチーズ………大さじ2
ミツバ…………………………適宜
塩・こしょう…………………適宜

材料（4人分）
ささがきゴボウ……………1本分
ニンジン（細切り）……… 1/2本
鶏もも肉（細切り）………… 1枚
むき栗………………… 20粒ほど
マイタケ…………………1パック
サラダ油…………………大さじ2

〈漬け汁〉
　かつおだし……………5カップ
　しょうゆ……………1/2カップ
　みりん………………1/2カップ
　料理酒………………1/4カップ
いりごま………………………適宜
ミツバ…………………………適宜
干しそば……………………400ｇ
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【訂正】11月号に掲載しましたビタエース「ゴールド」錠の価格
5,400円（税込）は、（税抜）の誤りでした。

受診日 支所名 コース 募集人員

１／７ さつま 一般 １５人
１／８ 伊佐 一般 １０人
１／８ 伊佐 女性 １０人
１／１９ 川内 一般 ５人
１／１９ 川内 女性 ５人
２／８ さつま 一般 １０人
２／８ さつま 女性 ５人
２／１８ 伊佐 一般 ５人
３／５ 川内 女性 ５人
３／５ 入来 一般 ５人
３／５ 入来 女性 １０人

　ＪＡ北さつま・ＪＡ厚生連では、総合的な健康
診断として人間ドックを行っています。
　ぜひ人間ドックを受けて健康づくりに役立てて
ください。申し込みと問い合わせは、ＪＡ本所経
営企画課（０９９６）５３－１１２４、川内総務
経済課（０９９６）２７－０１９１、伊佐総務経
済課（０９９５）２４－２６０７へ。

人間ドックのご案内

クミアイ家庭薬に関するお問い合せは
JA各支所または経済連生活課（099-258-5325）まで

［この商品は、店舗での扱いはしておりません。家庭薬配置員がご自宅まで直接お届けします。］
※お薬は、「使用上の注意」をよく読んでお使いください

こんにちは!「クミアイ家庭薬」です。 JA鹿児島県経済連

990円
（税抜価格900円）

990円
（税抜価格900円）

クミアイ
葛根湯「顆粒」

クミアイ
かぜカプセル
「ゴールド」S

6包
12カプセル

“かぜかな？”と思ったら
早めの休養とかぜぐすり！

第2類医薬品

第②類医薬品

「ゾクゾク寒気の“ゾ”が飲む
タイミングです！

眠くなる成分は含みません。
かぜの様々な症状に効果を発揮！

ゴオウ、ニンジン
ブロムへキシン塩酸塩配合

お
湯
で
の
服
用
が

効
果
的
で
す
。
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
室

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
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板木技術士事務所●板木利隆

栄養豊か花も楽しめるオクラ

1
CLO

VER
CLO

VER

JA北さつま 〒895-1811　薩摩郡さつま町虎居745　℡0996-53-0940（経済課）

JA北さつま

ギフトカタログ
季節を贈る、旬を味わう。

懐かしいふるさとの味を贈りませんか。

JA支所で
配布中!

ＪＡ北さつまの
手造りもめんとうふ

　伊佐産大豆を使った「手造りもめんとう
ふ」がパック入りになりました。きめ細かな
舌触りで大豆の風味が口の中に広がります。
冷ややっこや揚げ出し豆腐、湯豆腐などがお
ススメ。ＪＡ農産物直売所「宮之城ちくりん
館」「い～さ市場」やＡコープなどで購入で
きます。ぜひご賞味ください。


